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内容理解後に，登場人物たちの続きのストーリーを考える活動を行ったところ，生徒たちは教科書

に対して｢早く先を読みたい｣｢２年の教科書も読みたい｣などの感想をもつことができた。主体的に学

ぶ生徒を育てていくためにも，このように生徒が意欲的に取り組める活動を設定していくことが，大

変重要であると感じた。

Ⅲ 教科書シラバスからインタラクティブな活動へのブリッジング

日常生活の中で英語を使用する機会がほとんどない生徒にとって，英語学習に意義を見いださせる

ためには，教科書中心の学習だけでは不十分である。現在学校教育の中で主流となっているのは Type

A シラバス(言語は，その構成要素をいくつかの部分に分割し，それを一つ一つ積み上げてゆくこと

で最も効果的に習得できるとする立場)である。Type A シラバスには，「今日何を学ぶのかがはっき

りしている」メリットもあるのだが，これだけでは，実際の言語使用場面で creative に臨機応変に対

応する力が育たないという欠点が指摘されている。(Syllabus and Materials by Dave Willis 2000, p.27.

CELS, University of Birmingham)

そこで，Type A シラバスと Type B シラバス(言語は，実際の言語交渉，つまり言語を意味ある場

面で相互に使用することを通じて，最も効果的に習得できるとする)の併用である統合的な学習活動

を取り入れた単元の工夫を行った。

具体的には，

①教科書シラバスの上に，生徒にとって魅力的な統合的学習活動を配置することで，学習を意味づ

ける。

②統合的学習活動を成功させるために，その期間の学習項目（単語，文法，語法，発音などの言語

事項や言語機能）を駆使することで，それらの知識を統合し，目的をもって有機的に使えるよう

にする。

以上のことをねらい，単元構成を工夫してきた。

※Type AシラバスとType Bシラバスの併用とは

両シラバスの相補的関係は，家庭科の「食物」の授業に典型的に見ることができる。Type A
シラバスは，「第１回＝栄養素，第２回＝食品の安全と衛生管理，第３回＝調味料の各種，第４

回＝食材の刻み方」などといった，断片化された知識の配列である。Type Bシラバスは，「４月
＝みそ汁を作ろう，５月＝チャーハンを作ろう，６月＝八宝菜を作ろう」などといった，イベン

トなりタスクの配列である。Type B シラバスで，魅力的な学習活動を適所に配列し，それに向
けて準備する形で必要な知識を Type A的に与えてゆくことが，両シラバスの併用ということに
なる。

しかし，単元のまとめとして大きなイベントとも言える統合的学習活動を設定しても，教科書だけ

を扱っていたのでは，生徒は思うようにコミュニケーション活動に取り組むことが出来ないのではな

いかと考えた。それは，

①英語だけでコミュニケーション活動を運営するためには，その運営に必要な表現をお互いに知

っている必要がある。

②不理解を表明するなど，communication strategyに関わる部分を日頃から練習しておかなければ，

対話中に困難にぶつかったときにそれを乗り越えることが出来ない。

③生徒が実際にコミュニケーション活動に取り組んだ後，今後の課題としてあげられた部分につ

いて重点的に練習する機会が必要である。

以上のことから，「統合的学習活動を支える活動」を設定し，授業の初めに様々なウォームアップ

活動を行ってきた。
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（１） J-E Card(日本語で言われた表現を英文で表現する)

対話場面で活用させたい表現をJ-E Cardで練習

日常生活に近い場面を想定してコミュニケーション活動を行う

とき，文法の習得や語彙，表現の暗記だけでは対話は成立しにく

く，特に１年生ではコミュニケーション方略についての指導が大

切になる。分からないことについて不理解を表明したり，聞き返

すなどができるよう，これらの表現を練習した。それまで，相手

の言うことが分からないと，分からない自分が悪いのだ，と対話

の継続をあきらめてしまう生徒が多かったのだが，これにより，

少しでも相手の意図をくみ取ろうとする姿勢が育ってきた。また，

対話活動そのもので必要となる表現も練習に取り入れてみた。

（２） Short Dialog

Short Dialogのねらい

生徒は，対話を成立させるために空欄に入る言

葉を考えて友達と対話をする。しかし，対話中に

はメモをとってはいけないように指示をしている。

これにより，分からない言葉や聞き逃したことは

そのままにしておけず，聞き返しや不理解表明を行

う練習になる。また，対話が終了したところで対

話文を記入させることで，自分や友達が発話した

文の，文法の正当性について振り返ることができる。

（３） Situation Practice

左図の場面で使いたい表現が，右図で表されてい

る。例えば，左図の｢聞き返す｣場面には"SC No.2"

と書かれている。この表現が，右図の②の欄にある。各場面の困難な状況を意図的に作り出し，それ

ぞれの表現を練習した。
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（４） Active Listening

対話活動で，より相互理解を深められるよう，内容に関する質問を

できるだけたくさん行う練習

あらかじめ用意された表現を対話中

に使用したり，簡単な感想を述べるこ

とはできても，内容に関する質問をす

ることはなかなか難しい，という声が，

統合的学習活動の事後の感想から多く

聞かれた。そこで，事前に用意された

小話を聞いて，できるだけたくさんの

質問をする活動をおこなった。活動後

は，どんな質問ができそうか話し合う

場面も設定した。

（５） Topic Talk

Topic Talk活動の概要

あるトピックについてペアで２～３分間トークを

する。一方的ではなくお互いの情報を交換する活動

であるため，問い返し表現や，新たな情報を求めた

り，加えたりしなければならない。また，関連ある

話題を提供し，会話を継続，活性化させる練習をお

こなった。トピックについては，できるだけ生徒に

とって身近で話しやすいトピックを選ぶようにした。

また，発展的な取り組みとして，４人によるトピッ

クトークもおこなった。

（６） Description

Description活動の概要

ある物事について英語で説明し合うペア活動である。示された英語について，既習の語彙や文を駆

使して説明をする。対話の途中で言いたいことが言えなくなってしまった場面を想定した言い換えの

練習と，お互いの理解を確かめ合いながら interactiveに対話するための練習をおこなう。この活動は，

ジェスチャーなしで英語のみを駆使する活動である。
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